
           

市
は
、
伊
勢
崎
駅
周
辺
の

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、

商
業
地
域
へ
の
用
途
変
更

に
あ
わ
せ
て
特
別
用
途
地

区
を
設
定
し
、
風
俗
店
の
建

物
建
築
の
制
限
を
図
り
ま

し
た
。 

風
俗
店
出
店
の
規
制
で

は
な
い
の
で
、
空
き
ビ
ル
改

修
等
に
よ
る
出
店
は
規
制

で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
県
事
業
と
し
て
、

本
町
通
り
を
対
象
に
、
空
き

店
舗
を
改
修
し
新
規
開
業

す
る
場
合
に
改
修
費
の
五

分
の
四
、
開
店
後
一
年
間
の

家
賃
三
分
の
二
を
補
助
す

る
制
度
も
、
新
年
度
一
年
限

り
で
す
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

党
議
員
団
は
こ
れ
ま
で
、

空
き
店
舗
対
策
と
あ
わ
せ

た
実
効
あ
る
風
俗
店
対
策

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
策
は
不
十
分
な

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
こ
れ
以
上
の
風
俗
店
の

拡
大
を
食
い
止
め
る
た
め

に
」
と
、
一
歩
踏
み
出
し
た

も
の
と
い
え
ま
す
。 

今
後
、
住
民
合
意
で
風
俗

店
出
店
を
規
制
す
る
地
区

計
画
の
作
成
や
、
空
き
店
舗

対
策
の
市
独
自
の
継
続
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①市民合意無く観覧車計画進めた市長の責任は？ 

②問題ある学力テスト 

―不参加、保護者・子どもの意向尊重を 

③
消
防
、
防
災
の
充
実 
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本町空き店舗対策、駅周辺への風俗店建設規制に踏み出す 

計
画
中
止
は
「想
定
外
で 

残
念
」と
無
責
任
な
答
弁 

議
会
で
大
観
覧
車
建
設
計
画
に
つ

い
て
た
だ
し
た
中
で
も
、
想
定
客
数
や

採
算
性
、
華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
の
観
覧

車
「
ひ
ま
わ
り
」
の
状
態
や
扱
い
な
ど

の
説
明
が
根
拠
無
く
変
化
し
、
Ｐ
Ａ
周

辺
開
発
や
市
全
体
の
観
光
開
発
の
構

想
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

事
業
計
画
が
未
確
立
な
段
階
で
、
市

民
合
意
を
得
ず
に
強
引
に
事
業
を
進

め
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
の
混
乱
の
原

因
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
市
長
の
政
治

責
任
を
厳
し
く
追
及
し
、
計
画
の
白
紙

撤
回
を
迫
り
ま
し
た
。 

「
充
分
説
明
し
て
き
た
」
、
「
中
止

は
想
定
外
の
結
果
で
あ
り
、
真
に
残

念
」
と
、
無
責
任
な
答
弁
に
終
始
し
ま

し
た
。
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
「
交
渉

中
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
区
長
会
へ
の
「
賛
成
」
署
名

依
頼
に
つ
い
て
市
職
員
の
関
与
が
あ

っ
た
の
か
、
た
だ
し
ま
し
た
。
市
長
は
、

区
長
会
役
員
会
で
自
ら
が
「
賛
成
の
意

見
を
、
具
体
的
な
形
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
有
難
い
。
」
と
依
頼
し
た
こ
と
は
認

め
ま
し
た
が
、
職
員
の
関
与
は
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
。 

国保税（介護保険料含む）9.81％値上げ 
総額 4 億 8400 万円・世帯平均 15,966 円の増税 

三
月
議
会
に
は
、
国
民
健

康
保
険
税
（
介
護
保
険
料
含

む
）
の
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
、

日
本
共
産
党
市
議
団
以
外
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

合
併
に
伴
う
改
定
か
ら
わ

ず
か
二
年
で
、
平
均
九
・
八

一
％
も
の
値
上
げ
で
す
。 

医
療
分
も
介
護
分
も
、
収

入
や
資
産
に
関
係
な
く
誰
で

も
か
け
ら
れ
る
応
益
割
が
、

大
幅
に
上
が
り
ま
す
。
医
療

分
で
見
て
一
人
当
た
り
四
四

〇
〇
円
、
一
世
帯
当
た
り
三

五
〇
〇
円
の
値
上
げ
で
す
。

所
得
の
少
な
い
人
ほ
ど
、
値

上
げ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
国
保
税
が
高

く
て
払
え
ず
、
保
険
証
を
取

り
上
げ
ら
れ
る
世
帯
が
出
て

い
ま
す
。
こ
の
値
上
げ
の
強

行
で
、
負
担
で
き
な
く
な
る

家
庭
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
党
議
員
団

は
、
命
に
関
わ
る
保
険
証
取

り
上
げ
の
中
止
と
、
減
免
制

度
の
積
極
的
な
適
用
を
求
め

ま
し
た
。 

国
保
は
今
、
…
。 

国
保
は
、
「
お
金
の
心
配

な
く
安
心
し
て
医
者
に
か
か

れ
る
よ
う
に
」
と
、
戦
後
に

始
ま
っ
た
制
度
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
一
九
八
四
年

当
時
ま
で
約
五
割
だ
っ
た
国

庫
負
担
を
大
幅
に
引
き
下
げ

二
〇
〇
四
年
に
は
三
五
％
程

度
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
保
税
額
は
約
二

倍
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
は
市
町
村
に
対
し
て
応
益

割
を
ど
ん
ど
ん
高
く
し
、
滞

納
世
帯
か
ら
は
容
赦
な
く
保

険
証
を
取
り
上
げ
る
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。
異
常
な
高

さ
の
保
険
税
が
、
生
活
破
壊

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
最
近
は
加
入
者
に

高
齢
者
や
失
業
者
が
増
え
、

国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
苦
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
県
や
市

町
村
財
政
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
払
え
る
国
保
税
額
に
す
る

こ
と
、
保
険
証
の
取
り
上
げ

中
止
、
減
免
制
度
の
充
実
と

活
用
、
八
四
年
当
時
の
国
庫

文
部
科
学
省
が
四
月
二
四
日
に
実
施
予

定
の
「
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
は
、
全

国
の
小
六
・
中
三
生
全
員
に
記
名
式
で
調

査
を
行
う
異
常
な
も
の
で
す
。 

学
力
テ
ス
ト
は
、
点
数
で
子
ど
も
・
学

校
・
自
治
体
を
順
位
付
け
し
競
争
さ
せ
る
、

教
育
と
は
無
縁
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
学

習
状
況
調
査
に
は
通
塾
や
家
庭
状
況
な
ど

を
事
細
か
に
尋
ね
る
設
問
が
あ
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
あ
た
る
と
教
育
者
や

法
律
家
も
反
対
表
明
を
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
小
六
は
ベ
ネ
ッ
セ
、
中
三
は

旺
文
社
と
提
携
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

と
い
う
よ
う
に
、
受
験
産
業
や
そ
れ
に
関

わ
る
業
者
が
委
託
を
受
け
採
点
か
ら
デ
ー

タ
管
理
ま
で
行
う
な
ど
、
情
報
管
理
上
も

重
大
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

学力テストやエリート校作りより

教育費の充実を 

こんなにある！プレハブ教室

  税額            現行と値上げ後 

 

医
療
分 

応

能 

所得割 控除後の所得の ７.３％ → ７.６％ 

資産割 固定資産税の ３０％ → ３０％ 

応

益 

均等割 一人当たり １９６００円 → ２４０００円 

平等割 一世帯当たり １９５００円 → ２３０００円 

介
護
分 

（
四
〇
歳 

 

～
六
四
歳
）

応

能 

所得割 控除後の所得の １.３％ → １.６％ 

資産割 固定資産税の ４.３％ → ４.３％ 

応

益 

均等割 一人当たり ６０００円 → ７０００円 

平等割 一世帯当たり ５０００円 → ６０００円 
 

値上げ金額 

医療分 ８.５９％値上げ  市全体で３億８５００万円 

（一人当たり ６２７７円、一世帯当たり １２７３１円） 

介護分 ２２.４３％値上げ 市全体で９８００万円 

（一人当たり ４６３７円、一世帯当たり ６３３９円）

負
担
率
に
戻
す
こ
と
な
ど
を

提
案
し
て
い
ま
す
。 

《恒久的プレハブ教室》 ２５教室 

茂呂小   普通教室２、少人数教室１ 

宮郷第二小 普通教室８、少人数教室２ 

境剛志小  普通教室４、多目的教室１ 

宮郷中   少人数教室３、学年室１ 

      特別教室３ 

《仮設プレハブ教室》  １０教室 

広瀬小   普通教室１、特別教室３ 

宮郷小   普通教室５ 

赤堀中   特別教室１ 
 

★この他に、赤堀東小では多目的ホールを壁

で仕切り、３つの普通教室を作りました。 

④
市
民
病
院
の
改
善
を 

（
１
）
医
療
過
誤
な
ど
で
本
人
又
は
家
族
が
、
相

談
や
訴
え
が
で
き
る
第
三
者
機
関
設
置 

（
２
）
救
急
で
も
専
門
医
を
緊
急
呼
び
出
し
す

る
シ
ス
テ
ム
の
積
極
的
な
運
用
を 

（
３
）
風
通
し
の
良
い
病
院
運
営
に
す
る
た
め

に
有
効
な
手
段
と
し
て
、
看
護
師
職
の
副

院
長
配
置
を 

（
１
）
非
常
備
消
防
（
地
域
の
消
防
団
）
の
車
両

の
計
画
的
な
更
新
、
団
員
確
保
の
た
め
の

施
策
充
実 

（
２
）
高
齢
者
世
帯
へ
の
火
災
警
報
装
置
設
置

の
推
進
―
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の

設
置
制
度
の
積
極
的
活
用
と
、
低
所
得
高

齢
者
へ
の
補
助
制
度
新
設
を 

こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
、
愛
知
県
犬
山
市

は
テ
ス
ト
へ
の
不
参
加
を
決
定
し
ま
し
た
。 

伊
勢
崎
市
も
不
参
加
と
す
べ
き
で
あ
り
、

参
加
す
る
場
合
に
も
、
内
容
を
事
前
に
よ
く

説
明
し
、
不
参
加
や
無
記
名
を
希
望
す
る
子

ど
も
や
保
護
者
が
い
た
ら
尊
重
す
る
よ
う
に

迫
り
ま
し
た
が
、
市
は
認
め
な
い
方
向
で
す
。 

「
文
部
科
学
省
が
決
め
た
こ
と
」
と
い
う

答
弁
で
、
自
主
性
の
無
い
国
言
い
な
り
の
教

育
行
政
の
あ
り
方
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。 


